きょ-つ い さいた 

これが 今日のお しまいだろう、 と 云いながら 斉田は 

はくめい なが がけ ろしゅつ 

青 じろ い 薄明の 流れ はじめた 県道に 立って 崖に 露出し 

せきえい はんがん ひょうほん 

た 石英 斑 岩から 一 かけの 標本 をと つ て 新聞紙に 包ん 

だ。 

とみ ざ わ だいだい ぬ ばんごう 

富 沢 は 地図の その 点に 橙 を 塗って 番号 を 書きな が 

ら 読んだ。 斉田は それ を 包みの 上に 書きつ けて 背嚢に 

入れた。 

おも ふくろ 

二人 は 早く 重い 岩石の 袋 をお ろした さに あと はだ 

まって 県道 を 北へ 下った。 

ちゅうせきち あおがね 

道の 左に は 地図に ある 通りの 細い 沖積 地が 青 金の 

こうざん そ いねの 

鉱山 を 通って 来る 川に 沿って 青く けむった 稲 を 載せて 



つづ はくめい きゅう いただき 

北へ 続いて いた。 山の 上で は 薄明 穹の 頂が 水色に 

光った。 俄かに 斉 田が 立ち どまった。 道の 左側が 細 

い 谷に なって いて その 下で 誰かが 屈んで 何 かしていた。 

見る とそ こ はきれ いな 泉 になって いて 粘板岩の 裂け 

目から 水が あくまで 溢れて いた。 

ちょっと へん やどや 

( 一 寸 おたずねい たします が、 この辺に 宿屋が ある そ 

うです が ど つちで しょうか。 ) 

ゆかた き かみ ろうじん 

浴衣 を 着た 髪の 白い 老人であった。 その 着こなし も 

ふうさい おんきゅう やくにん 

風采 も 恩給 でもと つ ている 古い 役人と いう 風 だ つ た。 

ふき いずみ ひた 

藤 を 泉 に 浸して いたの だ。 

(宿屋 ここらに ありません。) 



あおがお こうざん 

(青 金の 鉱山で きいて 来たので すが、 何でも 鉱山の 人 

たちな ども 泊める そうで。) 

ろうじん つか 

老人 はだ まって しげしげと 二人の 疲れたな り を 見た。 

一 一人と も 巨き な^ 囊を しょ つ て 地図 を 首から かけて 

かなづち も こども 

鉄槌 を 持って いる。 そして まだ まるでの 子供 だ。 

(どっちから おかで になり ました。) 

ぐん どせいち ようさ もリ おか 

(郡から 土 性 調査 をた のまれて 盛 岡から 来たので す 

が。) 

(田畑の 地味のお 調べ です か。) 

(まあ そんな ことで。) 

まゆ よ ぐんじょう そ 

老人 は 眉 を 寄せて しばらく 群青 いろに 染ま つた 夕 



ふ し ぎ ひょうじょう 

ぞらを 見た。 それから じつに 不思議な 表情 をして 

笑った。 

(青 金で 誰か 申し上げ たの はう ちの ことです が、 何分 

きた しつれい 

汚ない し、 いろいろ 失礼ば かり あるので。) (いいえ、 

何も いらない ので。) 

(それで は そのみち をお いでく ださい。) 

老人 はわず かに 腰 を まげて 道と 並行に そのまま 谷 を 

まさ や 

さがった。 五、 六 歩行く と そこにす ぐ 小さな 钲屋が 

けん ひく あし 

あった。 みちから 一間ば かり 低くな つて 蘆 を こっちが 

わに 塀の ように 編んで 立てて いたので いままで 気が つ 

かなかった の だ。 老人 は 蘆の 中に つくられた 四角な く 



ぐり を 通って 家の 横に 出た。 二人 はみ ちから 家の 前に 

おりた。 

(とき、 とき、 お湯 持って来。) 老人 は 叫んだ。 家の な 

だれ へんじ とみ ざ わ 

か はしん として 誰も 返事 をし なかった。 けれども 富 沢 

ゆうやみ ちんもく おく いき き 

は その 夕 暗と 沈黙の 奥で 誰かが じ つ と 息 を こらして 聴 

き 耳 をた てて いるの を 感じた。 

(いまお 湯 を もって 来ます から。) 老人 はじ ぶんで と 

いずみ あら 

リに 行く 風だった。 (いいえ。 さっきの 泉で 洗います 

げた か やまぎり 

から、 下駄 をお 借りして。) 老人 は 新ら しい 山 桐の 下駄 

なわお くリ どく 

とも 一 つ 緦緖の 栗の 木 下駄 を 気の毒 そうに 一 つもって 

来た。 



(どうも こんな 下駄で。) (いいえもう 結構で。) 

一 一人 はわら じ を 解いて それから ほこりで いっぱいに 

まきぎ やはん にわ いた ひざ 

な つ た 巻 脚絆 をた た い て 巻き 俄かに 痛む 膝 を まげる よ 

うにして 下駄 を もって 泉に 行った。 泉 はまる で 一 つの 

力ん がいすい ろ いきおい ふ 

灌漑の 水路の ように 勢 よく 岩の 間から 噴き出て いた。 

斉田は つくづく かがんで その 暗くな つた 裂け目 を 見て 

い だんそう せん 

云った。 (断層 泉 だな。) (そうか。) 

ふき 

富 沢 は 藤 をつ けて ある 下のと ころに 足 を 入れて シャ 

ッ をぬ いで 汗 を ふきながら 云 つ た。 

頭 を 洗ったり 口 を そそいだ りして 一 一人 はさつ きのく 

やど すす あまてらすおおみかみ 

ぐり を 通って 宿へ 帰って来た。 その 煤けた 天照大神 



眼の 大きな 女が きまり悪 そうに 夕食 を 運んで 来た。 そ 

は ラす ぜレ ま こ ゎレ 、，<、，；- す 

の剝 げた 薄い 膳に は 干した 川魚 を 煮た 椀と 幾片 かの 酸 

しお づ きゅう：：' の 

えた 塩漬けの 胡瓜 を 載せて いた。 二人 はか わるが わる 

だま ちゃわん か 

黙って 茶 椀 を 替えた。 

(この 家 は あのお じいさんと 今の 女の人と 二人 切りな 

よう だな。) 膳が 下げられて 疲れ切った ようにね そべ 

りながら 斉 田が 低く み つ た。 

まごむすめ ていしゅ 

(うん。 あの 女の人 は 孫娘ら しい。 亭主 はきつ と 

こうざん あおがね おうどうこう 

礦 山へ でも 出て いるの だろう。) ひるの 青 金の 黄銅鉱 

ほうかいせき ざくろい し そこう たい 

や 方解石に 柘榴 石の まじ つ た 粗鉱の 堆を 考えながら 富 

おしい 

沢 は 云った。 女 はまた 入って 来た。 そして 黙って 押入 



かくまくら お 

れを あけて 一 一枚のう すべ りと いの 角 枕 をなら ベ て 置 

いて また 台所の 方へ 行った。 

ねむ つも 

一 一人 はすつ かり 眠る 積り でもな しに そこへ 長くな つ 

た。 そして そのままう とうとした。 

ダ 1 タ 1 ダ 1 ダ 1 ダ 1 スコダ 1 ダ 1 

ろうじん けんば い はや さけ 

強い 老人ら しい 声が 剣舞の 囉しを 叫ぶ のにび つくり 

とみ ざ わ だれ 

して 富 沢 は 目 を さました。 台所の 方で 誰か 三、 四 人の 

声が がやがや している そのな かで いまの 声が したの だ。 

ランプが い つか 心 をす つか リ 細められて 障子に は 月 

なな さ ぼん つぎ 

の 光が 斜めに 青 じろ く 射して いる。 盆の 十六 日の 次の 

夜な ので 剣舞の 太鼓で も 叩いた じいさんら なのか それ 



ともさつ きのこの うちの 主人な のか ど つ ちと も わから 

なかった。 

おど 

(踊り はねる も 三十が しまいって、 さ。 あんまり じさ 

まの 浮かれ だの も 見 だぐな いもん さ。) むっとし たよ 

ひょうかん 

うな 標悍な 三十 台の 男の 声が した。 そしてし ばらく 

しんとした。 

すずめ わす 

(雀 百まで 踊り 忘れず でさ。) さっきの 女らしい 細い 

声が 取りな した。 

あ つ 

(女※ 〔# 小 書き 平仮名 こ、 128-12〕 引ば り も 百まで さ。) 

また その 懔悍な 声が 刺す ように 云った。 そして またし 

しんぱい いき 

ん とした。 そして 心配そう な 息 を こくりと のむ 音が 近 



くにした。 富 沢 は 蚊帳の 外に ここの 主人が 寝ながら 

じ つ と 台所の 方へ 耳 をす ましてい るの を 半分 夢の よう 

に 見た。 

(さあ 帰って 寝る かな。 もつ 切り 二つつ だな。 そい 

もど 

であ こ いづと。) (戻る すか。) さっきの 女の 声が した。 

つづ また 

こっちで はきせ る をたん たん 続けて 叩いて いた。 (亦 

あわ 、 

来る ベい さ。) 何だか 哀れに 云って 外へ 出たら しい 音 

がした。 

ひく ものい とな 

あと はもう 聞えない くらいの 低い 物 言 いで 隣 リの主 

あんしん に はどう 

人から は 安心に 似た ような しずかな 波動が だんだん 

はっきり なった 月 あかりの なか を 流れて 来た。 そして 



とみ ざ わ つぎつぎ 

富 沢 はまた とろとろした。 次々 うつる ひるの たくさん 

す 力た おく だれ 

の 青い 山々 の 姿 や、 きらきら 光る もやの 奥 を 誰かが 

高く 歌 を 歌いながら 通 つたと 思 つ たら 富 沢 はまた 弱く 

呼び さまされた。 おもての 扉 を 誰か 酔った ものが 歌い 

ながら 烈しく 叩いて いて 主人が 「返事す るな、 返事す 

るな ご と 低く 娘に 云って いた。 さっきの 男 も 帰って 

娘 もど こかに 寝て いるら しかった。 「寝た のか、 まだ 

明る ぞ。 起きろ ご 

外で はまた はげしく どなった。 

(ああ こんなに 眠らなくて は 明日の 仕事が ひど い。) 

富 沢 は 思いながら 床の間の 方に いた 斉田を 見た。 



斉田も はっきり 目 を あいていて 低く 鉱夫 だな と 云つ 

だま 

た。 富 沢 は 手 を ふって 黙って いろと 云った。 こんなと 

どく 

きもの を 云う の は 老人に どうしても 気の毒で たまらな 

かった。 

あば ぴ ようぶ むこ 

外で はいよ いよ 暴れ出した。 とうとう 娘が 屏風の 向 

うで 起きた。 そして (酔った ぐれ、 大きら いだ。) とど 

さそ 

うやら こ つ ち を 見ながら わびる ように 誘うよう にな ま 

つぶや ど ま 

めかし く 眩いた。 そして 足音 もな く 土間へ おりて 戸 

を あけた。 外で はすぐ しずまった。 女 はいろ いろ 細い 

声で 訴える ようにし ていた。 男 は 酔って いないよう 

な 声で みじかく 何 か 訊き かえしたり していた。 それ か 
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